








要旨:1982 年より全県下を網羅した重症児の搬送体制を含めての新生児医療の地域化の整

えられた静岡県内45病院の新生児医療の現状(1989年,1990年2年間)をアンケートにより

調査し 100%の回答を得た。3次 NICU と 2 次 NICU での新生児期死亡比の比較では,超・極小

未熟児および人工換気例で 3次 NICU の成績が 2次 NICU より低率であった。前回,報告した

1983 年～1986 年(4年間)の成績と比較すると 3次,2 次いずれの NICU の成績も改善されて

いたが,2 次 NICU での改善が顕著であった。石塚による 1990 年 1 年間の全国調査の成績と

比較検討したが,静岡県内の 3 次,2 次 NICU で得られた成績は,いずれも全国成績より好成

績であった。ことに静岡県内の 2次 NICU の成績が,全国の 3次 NICU の成績より良い成績で

あったことは注目される事実であり,新生児医療の地域化による波及効果とも考えられる。

しかし3次NICUと2次NICUの成績の格差は依然として存在しており,一人でも多くの児の

救命を考えれば,2 次 NICU のより一層の理解と協力による新生児医療の地域化の完成を強

く提唱した。 


